
家庭教育支援事業 

 

事例集「はぐくみネットワーク」（令和７年度版） 
 

活動名 柏崎市家庭教育支援チーム 
活動

区分 

学校支援 放課後活動 
地域未来塾 

土曜学習 
家庭教育 その他 

活動主体  家庭教育支援チームよろんごの木 
   〇  

市町村名  柏崎市 

 

ねらい、目指すことは･･･ 居場所づくりを通じ、子育て中の家庭を応援すること 

こんな活動をしました！ 

・他団体と連携した「おさがり会」「フードシェアリング（もったいない輪）」を３月・８月・１１月に実施し

たほか、孤食対策としての地域食堂を毎月開催し、参加者数延６００名、約８５０食のカレーを提供しました。 

・中学校での挨拶運動を毎朝実施し、年間延２００人が参加しました。 

・小学校で保護者会がある４月・１２月・２月に図工室を借用した放課後こども教室を実施し、物作り等をコ

ミセンの方々から協力していただきました。保護者と顔の見える関係づくりができて良かったです。 

・平日の夕方は毎日、コミュニティセンター講堂を借用した居場所づくりをしています。幼児から大人まで約

２３００人（延べ数）の参加がありました。 

・部活動の地域移行の今現在の進捗状況と今後の展開について教育委員会の嘱託指導員からの説明会とグルー

プで地域の受け皿づくりについて話し合う時間を作るよう、育成会に呼び掛けて実施していただいた。 

こんな苦労や困ったことがありました･･･ 

・中越沖地震がおきた７月１６日にあわせて地域食堂で防災食の試食を行ったが、当日お手伝いをお願いした

防災防犯部員との打合せが出来ないままだったためと参加者が多かったため、かなり混乱した一日だった。 

地域への周知･啓発方法は･･･ 

小中学校を通じ、保護者への案内配付の他、地域でも回覧板を回して周知しています。 

 

連携の相手先は･･･ 育成会、育成応援団、コミュニティセンター役員（保体部・教育振興部・防犯防災部）、

比角福祉の会、小中学校、幼保育園、ＰＴＡ、青少年健全育成市民会議、子ども会、民生委員・児童委員など 

指導者やボランティアの確保は･･･ 育成会の連絡網や応援団のラインでの周知の他、個人のボランティアさ

んに随時連絡をして学校でのボランティア活動をサポートしていただいています。 

ネットワークを広げていくために･･･ 

色々なところに顔を出し、キーマンを探すこと。そこからの広がりがあり、助かっています。 

 

こんな成果がありました！ 

・地域食堂を毎月開催しているため、多様な方々からのご支援をいただいて活動ができました。 

・コミセンで行っている放課後の居場所づくりも地域食堂を毎月行っているせいか、参加者が増え、コロナ前

の利用者数に戻った。 

課題と対策、これからの方向は･･･ 

今後も学校や保護者、コミュニティセンター等の役員と意見交換をしながら事業を継続していきたいと思いま

す。 

（問い合わせ先）柏崎市家庭教育支援チームよろんごの木 須田貴子  

〒945-0047 柏崎市比角 2-9-47 電話／0257(24)7487  

 

成果と課題 

ネットワーク 

こんなふうに取り組んでいます（活動の概要） 


